
芒
種
の
候

宮
崎
県
防
衛
協
会
青
年
部
会

宮
崎
支
部
会
員
諸
兄
に
於
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
清
福
の
段
、
大
慶
至
極
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
当
支
部
運
営
に
際
し
ま
し
て
特
段
の
ご
高
配
を
賜
り
、
深
甚

な
る
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
倍
旧
の
ご
支
援
を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
先
月
の
自
衛
隊
関
連
行
事
は
、
五
月
二
十
五
日
の
「
え
び
の
駐
屯
地
創
立
三

三
周
年
記
念
式
典
」
に
、
会
員
二
名
と
共
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
同
三
日
開
催
の
日
本
会
議
宮
崎
県
央
支
部
主
催
「
憲
法
を
考
え
る
講
演
会
」

に
は
二
百
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
改
め
て
憲
法
改
正
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
今
月
は
小
川
和
久
先
生
の
メ
ル
マ
ガ
か
ら
い
ま
話
題
の
「
集
団
的
自
衛
権
」

に
関
す
る
文
を
抜
粋
し
て
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
一
読
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆
国
連
憲
章

国
連
憲
章

国
連
憲
章

国
連
憲
章
をを をを
読読 読読
ん
で
み
よ
う

ん
で
み
よ
う

ん
で
み
よ
う

ん
で
み
よ
う

国
際
変
動
研
究
所
理
事
長
軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト
小
川
和
久

Ｑ
：
以
前
に
集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権
をを をを
日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法
、、 、、
国
連
憲
章

国
連
憲
章

国
連
憲
章

国
連
憲
章
、、 、、
日
米
安
保
条
約

日
米
安
保
条
約

日
米
安
保
条
約

日
米
安
保
条
約
と
の

と
の

と
の

と
の
整整 整整

合
性

合
性

合
性

合
性
か
ら

か
ら

か
ら

か
ら
考考 考考
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
の
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
多
く
の
日
本
人
は
、

国
連
憲
章
を
念
入
り
に
読
ん
だ
こ
と
等
な
い
で
し
ょ
う
し
、
日
米
安
保
条
約
第
一
条

と
国
連
憲
章
第
二
条
四
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
面
だ
と
い
う
事
も
知
り
ま
せ
ん
。
国
連

憲
章
に
つ
い
て
、
も
っ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
川
：
「
国
連
憲
章
（
国
際
連
合
憲
章
）
は
、
ま
だ
第
二
次
世
界
大
戦
中

第
二
次
世
界
大
戦
中

第
二
次
世
界
大
戦
中

第
二
次
世
界
大
戦
中
な
が
ら

な
が
ら

な
が
ら

な
が
ら
イ

タ
リ
ア
の
降
伏
（
一
九
四
三
年
九
月
八
日
）
か
ら
ほ
ぼ
一
年
が
た
ち
、
ド
イ
ツ
と
日

本
の
敗
北
も
時
間
の
問
題
と
思
わ
れ
た
一
九
四
四
年
八
～
十
月
、
ア
メ
リ
カ

ア
メ
リ
カ

ア
メ
リ
カ

ア
メ
リ
カ
、、 、、
イ
ギ

イ
ギ

イ
ギ

イ
ギ

リ
ス

リ
ス

リ
ス

リ
ス
、、 、、
ソ
ビ
エ
ト

ソ
ビ
エ
ト

ソ
ビ
エ
ト

ソ
ビ
エ
ト
連
邦

連
邦

連
邦

連
邦
、、 、、
中
華
民
国

中
華
民
国

中
華
民
国

中
華
民
国
の
代
表
が
米
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ダ
ン
バ
ー
ト

ダ
ン
バ
ー
ト

ダ
ン
バ
ー
ト

ダ
ン
バ
ー
ト

ン
・
オ
ー
ク
ス

ン
・
オ
ー
ク
ス

ン
・
オ
ー
ク
ス

ン
・
オ
ー
ク
ス
邸
宅
で
会
議
を
開
き
、
原
案

原
案

原
案

原
案
と
な
る
『
一
般
的
国
際
機
構
設
立
に
関

す
る
提
案
』
を
ま
と
め
ま
し
た
」

「
こ
れ
を
も
と
に
四
五
年
六
月
二
六
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議

会
議

会
議

会
議
でで でで
五
一

五
一

五
一

五
一
かか かか
国国 国国
がが がが

署
名

署
名

署
名

署
名
し
た
の
が

し
た
の
が

し
た
の
が

し
た
の
が
国
連
憲
章

国
連
憲
章

国
連
憲
章

国
連
憲
章
で
す
。
日
本
の
降
伏
か
ら
二
か
月
ほ
ど
た
っ
た
四
五
年
十

月
二
四
日
、
ソ
連
が
批
准
し
て
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
五
か
国
と
そ

の
他
署
名
国
の
過
半
数
の
批
准
書
が
そ
ろ
い
、
効
力
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
六
五
年
八
月
、
六
八
年
六
月
、
七
三
年
九
月
と
三
回
、
小
さ
な
改
正
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
（
い
ず
れ
も
効
力
が
発
生
し
た
年
月
）
。
日
本

日
本

日
本

日
本
は
一
九
五
二
年
六
月
二
三



日
に
国
連
加
盟
を
申
請
し
、
一
九
五
六
年
一
二
月
一
八
日
に
効
力
が
発
生
し
ま
し
た
」

「
国
連
憲
章
は
、
前
文
と
第
一
～
一
九
章
、
第
一
～
百
十
一
条
か
ら
な
り
ま
す
。
今

回
は
集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権
とと とと
集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障
に
つ
い
て
定
め
た
第
七
章

第
七
章

第
七
章

第
七
章
とと とと
第
八
章

第
八
章

第
八
章

第
八
章
に
絞
っ

て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

◆◆ ◆◆
「「 「「
集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権
」」 」」
はは はは
五
一
条

五
一
条

五
一
条

五
一
条
だ
け

だ
け

だ
け

だ
け

Ｑ
：
か
つ
て
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
・
ア
イ
「
こ
ん
な
に
迷
走
し
て
き
た
集
団
的
自
衛
権

の
議
論
」
で
、
官
僚

官
僚

官
僚

官
僚
はは はは
「「 「「
集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障
」」 」」
とと とと
「「 「「
集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権
」」 」」
をを をを
混
同

混
同

混
同

混
同
し
て
い

し
て
い

し
て
い

し
て
い

たた たた
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
二
つ
が
国
連
憲
章
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、

と
い
う
話
で
す
ね
？

小
川
：
「
そ
う
で
す
。
ま
ず
、
い
ま
日
本
で
議
論
さ
れ
て
い
る
『
集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権
』

に
つ
い
て
は
、
第
三
九
条
か
ら
始
ま
る
国
連
憲
章
第
七
章

国
連
憲
章
第
七
章

国
連
憲
章
第
七
章

国
連
憲
章
第
七
章
（
章
見
出
し
は
「
平
和
に

対
す
る
脅
威
、
平
和
の
破
壊
及
び
侵
略
行
為
に
関
す
る
行
動
」
）
の
末
尾

末
尾

末
尾

末
尾
、、 、、
第
五
一

条
に
こ
う
出
て
き
ま
す
」

●
国
連
憲
章
第
五
一
条

国
連
憲
章
第
五
一
条

国
連
憲
章
第
五
一
条

国
連
憲
章
第
五
一
条
〔〔 〔〔
自
衛
権

自
衛
権

自
衛
権

自
衛
権
〕〕 〕〕

こ
の
憲
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
際
連
合
加
盟
国
に
対
し
て
武
力
攻
撃

武
力
攻
撃

武
力
攻
撃

武
力
攻
撃
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会
が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
必
要

必
要

必
要

必
要
なな なな
措
置

措
置

措
置

措
置

を
と
る
ま
で
の

を
と
る
ま
で
の

を
と
る
ま
で
の

を
と
る
ま
で
の
間間 間間
、、 、、
個
別
的
又

個
別
的
又

個
別
的
又

個
別
的
又
はは はは
集
団
的
自
衛

集
団
的
自
衛

集
団
的
自
衛

集
団
的
自
衛
のの のの
固
有

固
有

固
有

固
有
のの のの
権
利

権
利

権
利

権
利
を
害
す
る
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
自
衛
権
の
行
使
に
当
っ
て
加
盟
国
が
と
っ
た
措
置
は
、
直
ち
に
安
全
保

障
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
措
置
は
、
安
全
保
障
理
事

会
が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
又
は
回
復
の
た
め
に
必
要
と
認
め
る
行
動
を
い

つ
で
も
と
る
こ
の
憲
章
に
基
く
権
能
及
び
責
任
に
対
し
て
は
、
い
か
な
る
影
響
も
及

ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

小
川
：
「
言
い
換
え
れ
ば
、
国
連
加
盟
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
と
き
は
、
安
全
保

障
理
事
会
が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
必
要
な
措
置
を
と
る
ま
で
の
間
、
個

別
的
自
衛
も
集
団
的
自
衛
も
ど
ち
ら
も
や
っ
て
よ
い
（
つ
ね
に
ど
ち
ら
の
権
利
も
あ

る
）
の
で
す
。
国
連
憲
章
が
各
国
が
固
有
の
権
利
と
し
て
持
つ
自
衛
権

自
衛
権

自
衛
権

自
衛
権
（
個
別
的
自

衛
権
と
集
団
的
自
衛
権
）
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
第
五
一
条条 条条
だ
け
で
す

だ
け
で
す

だ
け
で
す

だ
け
で
す
。。 。。

当当 当当
た
り

た
り

た
り

た
り
前前 前前
のの のの
権
利

権
利

権
利

権
利
で
す
か
ら

で
す
か
ら

で
す
か
ら

で
す
か
ら
、、 、、
サ
ラ
リ
と
し
か

サ
ラ
リ
と
し
か

サ
ラ
リ
と
し
か

サ
ラ
リ
と
し
か
触触 触触
れ
て
い
な
い

れ
て
い
な
い

れ
て
い
な
い

れ
て
い
な
い
わ
け
で
す
ね
」

「
自
衛
権
と
は
、
国
際
法
か
ら
見
て
違
法

違
法

違
法

違
法
で
、
し
か
も
急
迫

急
迫

急
迫

急
迫
し
た
他
国
に
よ
る
自
国

の
侵
害

侵
害

侵
害

侵
害
に
対
し
て
、
自
国
の
権
利
や
法
益
そ
の
他
を
防
衛

防
衛

防
衛

防
衛
す
る
た
め
に

す
る
た
め
に

す
る
た
め
に

す
る
た
め
に
反
撃

反
撃

反
撃

反
撃
で
き
る

で
き
る

で
き
る

で
き
る
、、 、、

と
い
う
国
家
の
基
本
的
な
権
利
で
す
。
防
衛
行
為
が
緊
急
や
む
を
え
ず
、
必
要
な
限

度
内
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
違
法
性
は
な
く
、
相
手
国
に
損
害
が
生
じ
て
も
賠
償
義
務

を
負
い
ま
せ
ん
」



「
た
だ
し
、
国
連
憲
章

国
連
憲
章

国
連
憲
章

国
連
憲
章
はは はは
『『 『『
武
力
攻
撃

武
力
攻
撃

武
力
攻
撃

武
力
攻
撃
がが がが
発
生

発
生

発
生

発
生
し
た

し
た

し
た

し
た
場
合

場
合

場
合

場
合
』』 』』
とと とと
限
定

限
定

限
定

限
定
し
て
お
り
、
攻

撃
さ
れ
て
も
い
な
い
の
に
、
加
盟
国
が
勝
手
に
自
衛
戦
争
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
連
憲
章
第
二
条
〔
原
則
〕
の
四
で
『
す
べ
て
の
加
盟
国
は
、
そ
の

国
際
関
係
に
お
い
て
、
武
力
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
を
、
い
か
な
る
国
の
領
土

保
全
又
は
政
治
的
独
立
に
対
す
る
も
の
も
、
ま
た
、
国
際
連
合
の
目
的
と
両
立
し
な

い
他
の
い
か
な
る
方
法
に
よ
る
も
の
も
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
し
、
他
国

他
国

他
国

他
国
のの のの

領
土

領
土

領
土

領
土
やや やや
独
立

独
立

独
立

独
立
をを をを
侵侵 侵侵
し
た
り

し
た
り

し
た
り

し
た
り
、、 、、
国
連

国
連

国
連

国
連
のの のの
目
的

目
的

目
的

目
的
にに にに
反反 反反
す
る

す
る

す
る

す
る
武
力

武
力

武
力

武
力
に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る
威
嚇

威
嚇

威
嚇

威
嚇
・・ ・・
武
力

武
力

武
力

武
力
のの のの
行行 行行

使使 使使
をを をを
慎慎 慎慎
む
と
し
て
い
ま
す
」

「
こ
の
自
衛
権
に
、
次
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
『
個
別
的
自
衛
権
』
は
、
あ
る
国
が

武
力
攻
撃
を
受
け
た
と
き
、
そ
の
国
が
反
撃
な
ど
し
て
防
衛
す
る
権
利
で
す
。
『
集集 集集

団
的
自
衛
権

団
的
自
衛
権

団
的
自
衛
権

団
的
自
衛
権
』
は
、
あ
る
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
と
き
、
直
接
攻
撃

直
接
攻
撃

直
接
攻
撃

直
接
攻
撃
をを をを
受受 受受
け
て
い

け
て
い

け
て
い

け
て
い

な
い

な
い

な
い

な
い
第
三
国

第
三
国

第
三
国

第
三
国
がが がが
、、 、、
攻
撃

攻
撃

攻
撃

攻
撃
さ
れ
た

さ
れ
た

さ
れ
た

さ
れ
た
国国 国国
とと とと
協
力

協
力

協
力

協
力
し
、
共
同
で
反
撃
な
ど
し
て
防
衛
す
る
権

利
で
す
」

◆◆ ◆◆
「「 「「
集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障
」」 」」
をを をを
七七 七七
～～ ～～
八
章

八
章

八
章

八
章
でで でで
規
定

規
定

規
定

規
定

Ｑ
：
で
は
、
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
章
末
の
条
で
し
か
触
れ
て
い
な
い
国
連
憲
章

の
第
七
章
に
は
、
何
が
書
い
て
あ
り
ま
す
か
？

小
川
：
「
第
七
章
は
、『
集
団
的
自
衛
権
』
と
は
ま
っ
た
く
別
物
の
『
集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障
』

に
つ
い
て
書
い
て
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
、

安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会
はは はは
、、 、、
平
和

平
和

平
和

平
和
にに にに
対対 対対
す
る

す
る

す
る

す
る
脅
威

脅
威

脅
威

脅
威
、、 、、
平
和

平
和

平
和

平
和
のの のの
破
壊

破
壊

破
壊

破
壊
・・ ・・
侵
略
行
為

侵
略
行
為

侵
略
行
為

侵
略
行
為
のの のの
存
在

存
在

存
在

存
在
をを をを

決
定

決
定

決
定

決
定
し
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
・
回
復
す
る
た
め
に
勧
告

勧
告

勧
告

勧
告
し
、
ま
た
は
非非 非非

軍
事
的
措
置

軍
事
的
措
置

軍
事
的
措
置

軍
事
的
措
置
・・ ・・
軍
事
的
措
置

軍
事
的
措
置

軍
事
的
措
置

軍
事
的
措
置
を
と
る
か

を
と
る
か

を
と
る
か

を
と
る
か
ど
う
か
を
決
め
ま
す
（
第
三
九
条
〔
安
全
保

障
理
事
会
の
一
般
的
権
能
〕
）
。
安
全
保
障
理
事
会
は
、
以
上
の
勧
告
や
措
置
の
決
定

前
に
、
必
要
か
望
ま
し
い
と
認
め
る
暫
定
措
置
に
従
う
よ
う
に
関
係
当
事
者
に
要
請

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
第
四
〇
条
〔
暫
定
措
置
〕
）
」

「
国
連
の
非
軍
事
的
措
置
と
は
、
兵
力
の
使
用
を
と
も
な
わ
な
い
措
置
で
、
安
全
保

障
理
事
会
が
決
め
、
こ
れ
を
適
用
す
る
よ
う
に
加
盟
国
に
要
請
で
き
ま
す
（
第
四
一

条
〔
非
軍
事
的
措
置
〕
）
。
軍
事
的
措
置
と
は
、
非
軍
事
的
措
置
が
不
十
分
な
と
き
、

安
全
保
障
理
事
会
が
と
る
こ
と
が
で
き
る
国
際

国
際

国
際

国
際
のの のの
平
和

平
和

平
和

平
和
・・ ・・
安
全

安
全

安
全

安
全
のの のの
維
持

維
持

維
持

維
持
・・ ・・
回
復

回
復

回
復

回
復
にに にに
必必 必必

要要 要要
なな なな
空
軍

空
軍

空
軍

空
軍
、、 、、
海
軍

海
軍

海
軍

海
軍
、、 、、
陸
軍

陸
軍

陸
軍

陸
軍
のの のの
行
動

行
動

行
動

行
動
で
す
（
第
四
二
条
〔
軍
事
的
措
置
〕
）
」

「
全
加
盟
国

全
加
盟
国

全
加
盟
国

全
加
盟
国
は
、
安
全
保
障
理
事
会
の
要
請
に
基
づ
き
、
特
別
協
定

特
別
協
定

特
別
協
定

特
別
協
定
に
従
っ
て
、
国

際
平
和
・
安
全
の
維
持
に
必
要
な
兵
力

兵
力

兵
力

兵
力
、、 、、
援
助

援
助

援
助

援
助
、、 、、
便
益

便
益

便
益

便
益
をを をを
安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会
にに にに
利
用

利
用

利
用

利
用

さ
せ
る

さ
せ
る

さ
せ
る

さ
せ
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。
こ
の
協
定
は
、
兵
力
数
・
種
類
・
配
置
な
ど
を
規
定

す
る
も
の
で
、
安
全
保
障
理
事
会
と
加
盟
国
が
締
結
し
、
各
国
が
憲
法
上
の
手
続
き



に
従
っ
て
批
准
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
第
四
三
条
〔
特
別
協
定
〕
）
」

「
煩
雑
に
な
る
の
で
、
以
下
第
五
〇
条
ま
で
内
容
を
示
す
項
目
だ
け
を
掲
げ
ま
し
ょ

う
。
第
四
四
条
〔
非
理
事
国
の
参
加
〕
、
第
四
五
条
〔
空
軍
割
当
部
隊
〕
、
第
四
六

条
〔
兵
力
の
使
用
計
画
〕
、
第
四
七
条
〔
軍
事
参
謀
委
員
会
〕
、
第
四
八
条
〔
決
定
の

履
行
〕
、
第
四
九
条
〔
相
互
的
援
助
〕
、
第
五
〇
条
〔
経
済
的
困
難
に
つ
い
て
の
協
議
〕
」

「
よ
う
す
る
に
、
国
連
の
安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会
はは はは
、、 、、
平
和

平
和

平
和

平
和
のの のの
破
壊

破
壊

破
壊

破
壊
・・ ・・
侵
略
行
為

侵
略
行
為

侵
略
行
為

侵
略
行
為
が
あ
っ

が
あ
っ

が
あ
っ

が
あ
っ

た
と

た
と

た
と

た
と
認
定

認
定

認
定

認
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
最
終
的

最
終
的

最
終
的

最
終
的
に
は

に
は

に
は

に
は
軍
事
行
動

軍
事
行
動

軍
事
行
動

軍
事
行
動
に

訴
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
と
き
組
織
さ
れ
る
軍
隊
が
、
国
連
が
指
揮
す
る
本

来
の
（（ （（
正
規

正
規

正
規

正
規
のの のの
）） ））
国
連
軍

国
連
軍

国
連
軍

国
連
軍
で
す
。
し
か
し
、
国
連
憲
章
第
七
章
が
規
定
す
る
国
連
軍

は
、
過
去
に
組
織
さ
れ
た
こ
と
が
一
度度 度度
も
あ
り
ま
せ
ん

も
あ
り
ま
せ
ん

も
あ
り
ま
せ
ん

も
あ
り
ま
せ
ん
。。 。。
第
四
三
条
の
い
う
特
別
協

特
別
協

特
別
協

特
別
協

定定 定定
を
安
全
保
障
理
事
会
と
結結 結結
ん
だ

ん
だ

ん
だ

ん
だ
国国 国国
も
な
い

も
な
い

も
な
い

も
な
い
の
で
す
」

「
朝
鮮
戦
争

朝
鮮
戦
争

朝
鮮
戦
争

朝
鮮
戦
争
で
編
成
さ
れ
、
現
在
も
韓
国
に
司
令
部
を
、
日
本
に
後
方
司
令
部
を
置

い
て
い
る
国
連
軍
は
、
国
連
憲
章
第
七
章
に
基
づ
く
正
規
の
国
連
軍
で
は
な
い
特
殊

特
殊

特
殊

特
殊

なな なな
国
連
軍

国
連
軍

国
連
軍

国
連
軍
でで でで
、、 、、
『『 『『
朝
鮮
国
連
軍

朝
鮮
国
連
軍

朝
鮮
国
連
軍

朝
鮮
国
連
軍
』』 』』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ソソ ソソ
連連 連連
のの のの
欠
席

欠
席

欠
席

欠
席
な
ど

に
よ
り
手
続
き
の
一
部
を
省
略
し
て
編
成
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
国
連
安
全
保

障
理
事
会
や
総
会
の
決
議

決
議

決
議

決
議
にに にに
基基 基基
づ
い
て

づ
い
て

づ
い
て

づ
い
て
各
国

各
国

各
国

各
国
がが がが
自
発
的

自
発
的

自
発
的

自
発
的
にに にに
派
遣

派
遣

派
遣

派
遣
し
た
軍
隊
（
の
連
合
）

は
『
多
国
籍
軍

多
国
籍
軍

多
国
籍
軍

多
国
籍
軍
』
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
も
国
連
軍
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
ソソ ソソ
連連 連連
が
、
北
朝
鮮
を
非
難
す
る
国
連
安
保
理
を
欠
席

欠
席

欠
席

欠
席
し
た

し
た

し
た

し
た
理
由

理
由

理
由

理
由
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
八
年
六
月

年
六
月

年
六
月

年
六
月
、、 、、
産
経
新
聞

産
経
新
聞

産
経
新
聞

産
経
新
聞
が
以
下
の
新
事
実
を
伝
え
て
い
ま
す
」

●
【
ソ
ウ
ル
＝
黒
田
勝
弘
】
朝
鮮
戦
争
（
一
九
五
〇
ー
五
三
年
）
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
、
北
朝
鮮
を
非
難
す
る
国
連
安
保
理
に
同
盟
国
の
ソ
連
が
欠
席
し
た
こ
と
が
謎

に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
理
由
は
米
国

米
国

米
国

米
国
のの のの
参
戦

参
戦

参
戦

参
戦
をを をを
誘
導

誘
導

誘
導

誘
導
しし しし
、、 、、
米
国

米
国

米
国

米
国
を
ア
ジ
ア
に

を
ア
ジ
ア
に

を
ア
ジ
ア
に

を
ア
ジ
ア
に
介
入

介
入

介
入

介
入

さ
せ
る
こ
と
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

さ
せ
る
こ
と
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

さ
せ
る
こ
と
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

さ
せ
る
こ
と
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
米
国

米
国

米
国

米
国
のの のの
力力 力力
を
そ
ぐ

を
そ
ぐ

を
そ
ぐ

を
そ
ぐ
た
め
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
韓
国
人

韓
国
人

韓
国
人

韓
国
人
のの のの
学
者

学
者

学
者

学
者
（（ （（
金
東
吉

金
東
吉

金
東
吉

金
東
吉
・・ ・・
北
京
大
教
授

北
京
大
教
授

北
京
大
教
授

北
京
大
教
授
）） ））
が
ロ
シ
ア
の
研
究
者
か
ら
提

供
さ
れ
た
旧
ソ
連
の
スス スス
タタ タタ
ー
リ
ン

ー
リ
ン

ー
リ
ン

ー
リ
ン
関関 関関
連連 連連
極
秘
文
書

極
秘
文
書

極
秘
文
書

極
秘
文
書
で
確
認
し
た
も
の
で
、
韓
国
の
中

央
日
報
二
五
日
付
が
ワ
シ
ン
ト
ン
発
で
伝
え
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
当
時
の
スス スス
タタ タタ
ー
リ
ン

ー
リ
ン

ー
リ
ン

ー
リ
ン
首
相
は
開
戦
か
ら
二
カ
月
後
の
一
九
五
〇
年

八
月
二
七
日
、
チ
ェ
コ
の
ク
レ
メ
ン
ト
・
コ
ト
バ
ル
ト
（
注
・
ゴ
ッ
ト
ワ
ル
ト
）
大

統
領
に
送
っ
た
極
秘
電
文
で
ソ
連
の
安
保
理
欠
席
の
背
景
に
つ
い
て
「
米
国

米
国

米
国

米
国
にに にに
安
保

安
保

安
保

安
保

理理 理理
で
の

で
の

で
の

で
の
（（ （（
北
朝
鮮
非

北
朝
鮮
非

北
朝
鮮
非

北
朝
鮮
非
難難 難難
やや やや
国
連
軍
派
遣

国
連
軍
派
遣

国
連
軍
派
遣

国
連
軍
派
遣
のの のの
）） ））
決
議

決
議

決
議

決
議
を
し
や
す

を
し
や
す

を
し
や
す

を
し
や
す
くく くく
し
て

し
て

し
て

し
て
や
る
た
め
だ
っ

た
」
と
し
「
米
国
が
中
国
や
朝
鮮
半
島
に
引
き
込
ま
れ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
ヨ
ー
ロ

ヨ
ー
ロ

ヨ
ー
ロ

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で

ッ
パ
で

ッ
パ
で

ッ
パ
で
社社 社社
会会 会会
主
義

主
義

主
義

主
義
をを をを
強
化

強
化

強
化

強
化
す
る
た
め

す
る
た
め

す
る
た
め

す
る
た
め
時時 時時
間間 間間
を
か
せ
ぐ

を
か
せ
ぐ

を
か
せ
ぐ

を
か
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
、
勢
力
均
衡
で
利



益
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
と
い
う
。

北
朝
鮮
に
よ
る
韓
国
に
対
す
る
武
力
南
侵
攻
撃
だ
っ
た
朝
鮮
戦
争
は
、
国
際
共
産

主
義
運
動
の
一
環
と
し
て
金
日
成
が
中
ソ
の
同
意
の
下
で
始
め
た
。
し
か
し
開
戦
直

後
、
国
連
安
保
理
で
ソソ ソソ
連連 連連
がが がが
米
国

米
国

米
国

米
国
がが がが
主主 主主
導導 導導
す
る

す
る

す
る

す
る
韓
国

韓
国

韓
国

韓
国
支支 支支
援援 援援
のの のの
国
連
軍
派
兵

国
連
軍
派
兵

国
連
軍
派
兵

国
連
軍
派
兵
にに にに
反
対

反
対

反
対

反
対
しし しし

な
か
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
こ
と
が
歴
史

歴
史

歴
史

歴
史
的的 的的
ナ
ゾ

ナ
ゾ

ナ
ゾ

ナ
ゾ
と
し
て
残
っ
て
い
た
。

中
央
日
報
は
今
回
、
スス スス
タタ タタ
ー
リ
ン
の

ー
リ
ン
の

ー
リ
ン
の

ー
リ
ン
の
直
接
的

直
接
的

直
接
的

直
接
的
なな なな
発発 発発
言言 言言
で
そ
の
理
由
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
の
は
初
め
て
と
し
て
い
る
。
こ
の
極
秘
電
文
は
ロ
シ
ア
社
会
政
治
史
文
書
保
管

所
に
保
存
さ
れ
、
そ
の
複
写
資
料
は
米
国
の
「
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ

ー
」
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
（
記
事
終
わ
り
）

「
と
こ
ろ
で
、
国
連
憲
章
第
七
章

国
連
憲
章
第
七
章

国
連
憲
章
第
七
章

国
連
憲
章
第
七
章
が
定
め
る
非
軍
事
的
措
置
や
軍
事
的
措
置
は
、
国国 国国

連連 連連
と
い
う

と
い
う

と
い
う

と
い
う
加
盟
国

加
盟
国

加
盟
国

加
盟
国
のの のの
集
団

集
団

集
団

集
団
が
、
安
全
保
障
理
事
会
を
中
心
と
し
て
、
集
団
で
国
際
的

な
安
全
保
障
体
制
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
『『 『『
集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障
』』 』』

と
呼
び
ま
す
。
集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権
は
国
家
の
持
つ
権
利
の
一
つ
、
集
団
安
全
保
障
は
国

家
が
集
団
で
作
る
体
制
の
一
つ
で
す
か
ら
、
そ
も
そ
も
範
疇
が
異
な
る
ま
っ
た
く
別別 別別

物物 物物
な
の
で
す
」

「
続
く
国
連
憲
章
の
第
八
章

第
八
章

第
八
章

第
八
章
（
章
見
出
し
は
「「 「「
地
域

地
域

地
域

地
域
的的 的的
取
極

取
極

取
極

取
極
」」 」」
）） ））
もも もも
、、 、、
集
団
安
全
保

集
団
安
全
保

集
団
安
全
保

集
団
安
全
保

障障 障障
に
関
す
る
規
定
で
す
。
国
連
憲
章
は
、
国
際
平
和
・
安
全
の
維
持
に
関
す
る
地
域

的
行
動
を
処
理
す
る
た
め
の
地
域
的
取
極
・
機
関
の
存
在
を
妨
げ
ま
せ
ん
（
第
五
二

条
〔
地
域
的
取
極
、
地
方
的
紛
争
の
解
決
〕
）
。
た
だ
し
、
地
域
的
取
極
・
機
関
の
強

制
行
動
は
、
旧
敵
国
に
よ
る
侵
略
の
再
現
に
備
え
る
も
の
を
除
き
、
安
全
保
障
理
事

会
の
許
可
が
必
要
で
す
（
第
五
三
条
〔
強
制
行
動
〕
）
。
ま
た
、
地
域
的
取
極
・
機
関

の
活
動
は
、
安
全
保
障
理
事
会
に
十
分
通
報
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
第
五
四

条
〔
安
全
保
障
理
事
会
に
対
す
る
通
報
〕
）
。
第
五
三
条
は
、
七
七
条
や
百
七
条
と
並

ぶ
い
わ
ゆ
る
『
敵
国
条
項
』
で
す
。
こ
れ
は
こ
れ
で
大
問
題
で
す
が
、
い
つ
か
お
話

し
す
る
機
会
が
あ
る
で
し
ょ
う
」

◆◆ ◆◆
憲
法
前

憲
法
前

憲
法
前

憲
法
前
文文 文文
のの のの
精
神

精
神

精
神

精
神
こ
そ

こ
そ

こ
そ

こ
そ
日
本

日
本

日
本

日
本
のの のの
目目 目目
標標 標標

Ｑ
：
国
連
憲
章
を
ち
ゃ
ん
と
読
め
ば
、
「
集
団
的
自
衛
権
」
と
「
集
団
安
全
保
障
」

の
混
同
な
ど
起
こ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
混
同
し
て
い
た
日
本
の
官
僚
た
ち
は
、
国
連

憲
章
を
読
ん
で
い
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
？

小
川
：
「
国
連
憲
章
も
、
政
治
学
事
典
の
類
い
も
、
読
ん
で
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。

手
も
と
に
あ
る
『
政
治

政
治

政
治

政
治
学
事

学
事

学
事

学
事
典典 典典
』
（
猪
口
孝
ほ
か
編
弘
文
堂
）
に
は
、
次
の
よ
う
に

書
い
て
あ
り
ま
す
」



●
集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権
［
英
］

rig
h
t
o
f
c
o
lle
c
tiv

e
s
e
lf-

d
e
fe
n
s
e

友
好
・
同
盟
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
に
、
当
該
国
を
防
衛
す
る
た
め
に
武
力

を
行
使
す
る
こ
と
を
集
団
的
自
衛
と
い
う
。
国
連
憲
章
五
一
条
で
は
、
個
別
的
自
衛

権
と
と
も
に
、
集
団
的
自
衛
権
を
国国 国国
家家 家家
のの のの
「「 「「
固
有

固
有

固
有

固
有
のの のの
権
利

権
利

権
利

権
利
」」 」」
で
あ
る
と
し
た
。
国
連

憲
章
第
八
章
下
の
地
域
的
取
極
ま
た
は
地
域
的
機
関
に
よ
る
強
制
行
動
の
場
合
に
は

安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会

安
全
保
障
理
事
会
のの のの
許
可

許
可

許
可

許
可
を
要
す
る
た
め
、
こ
の
許
可
を
不不 不不
要要 要要
に
す
る
よ
う

に
す
る
よ
う

に
す
る
よ
う

に
す
る
よ
う
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
制
憲
会
議
で
ララ ララ
テテ テテ
ン
ア
メ
リ
カ

ン
ア
メ
リ
カ

ン
ア
メ
リ
カ

ン
ア
メ
リ
カ
諸諸 諸諸
国国 国国
がが がが
要要 要要
求求 求求
し
、
同
条
の
規
定
が
設
け

ら
れ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
）
、

日
米
安
全
保
障
条
約
等
は
、
集
団
的
自
衛
の
た
め
の
機
構
・
条
約
で
あ
る
が
、
発
動

に
は
あ
ら
か
じ
め
こ
の
よ
う
な
協
定

協
定

協
定

協
定
がが がが
存
在

存
在

存
在

存
在
し
て
い
な

し
て
い
な

し
て
い
な

し
て
い
な
くく くく
て
も
よ

て
も
よ

て
も
よ

て
も
よ
くく くく
、、 、、
武
力
攻
撃

武
力
攻
撃

武
力
攻
撃

武
力
攻
撃
後後 後後

にに にに
援
助
要

援
助
要

援
助
要

援
助
要
請請 請請
が
あ
れ

が
あ
れ

が
あ
れ

が
あ
れ
ばば ばば
足足 足足
り
る

り
る

り
る

り
る
。。 。。
国
際
司
法
裁
判
所
「
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
」
の
判
決

(一
九
八
六
）
で
は
、
「
武
力
攻
撃
を
受
け
た
と
の
宣
言
お
よ
び
発
動
の
要
請
が
あ
る

こ
と
」
が
要
件
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
国
連
憲
章
七
章
下
の
強
制
措
置
は
集
団
的
安

集
団
的
安

集
団
的
安

集
団
的
安

全
保
障

全
保
障

全
保
障

全
保
障
の
理
念
を
体
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
集
団
的
自
衛
と
は
ま
っ
た

ま
っ
た

ま
っ
た

ま
っ
た
くく くく

異異 異異
な
る

な
る

な
る

な
る
。。 。。
わ
が
国
は
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
憲
法
九
条
に
抵
触
す
る
と

し
て
控
え
て
い
る
。
（
執
筆
中中 中中
谷谷 谷谷
和和 和和
弘弘 弘弘
・
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

小
川
：
「
ち
ょ
っ
と
補
足
し
て
お
く
と
、
ララ ララ
テテ テテ
ン
ア
メ
リ
カ

ン
ア
メ
リ
カ

ン
ア
メ
リ
カ

ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
国
連
憲
章
の
制

定
直
前
に
チ
ャ
プ
ル
テ
ペ
ッ
ク
規
約
と
い
う
も
の
を
採
択
し
、
大
戦
後
に
相
互
援
助

条
約
を
締
結
す
る
と
約
束
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
連
憲
章
五
三
条
に
地
域
的
取
極

・
機
関
の
強
制
行
動
は
安
保
理
の
許
可
が
必
要
と
あ
り
、
安
保
理

安
保
理

安
保
理

安
保
理
でで でで
拒
否

拒
否

拒
否

拒
否
権権 権権
が
発
動

さ
れ
れ
ば
許
可
が
下
り
ず
、
相
互

相
互

相
互

相
互
援
助
条
約

援
助
条
約

援
助
条
約

援
助
条
約
をを をを
結結 結結
ん
で
も

ん
で
も

ん
で
も

ん
で
も
強
制

強
制

強
制

強
制
行
動

行
動

行
動

行
動
が
と
れ
な
い

が
と
れ
な
い

が
と
れ
な
い

が
と
れ
な
い
と

わ
か
っ
て
、
異異 異異
議議 議議
を
申
し
立
て
ま
し
た
。
そ
こ
で
解解 解解
決決 決決
策策 策策
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
の

が
、
第
五
一
条
の
集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権

集
団
的
自
衛
権
と
い
う
わ
け
で
す
」

「
以
前
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
元元 元元
陸陸 陸陸
上
幕

上
幕

上
幕

上
幕
僚僚 僚僚
長長 長長
のの のの
冨
澤
暉

冨
澤
暉

冨
澤
暉

冨
澤
暉
さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん
も
、
集
団
的
自
衛

権
と
集
団
安
全
保
障
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
明
確
に
主
張
し
て
い
ま
す
」

「
自
衛
権
行
使

自
衛
権
行
使

自
衛
権
行
使

自
衛
権
行
使
と
い
う
の
は
自
国
と
か
他
国
と
い
う
特
定

特
定

特
定

特
定
のの のの
国国 国国
をを をを
侵
害

侵
害

侵
害

侵
害
か
ら

か
ら

か
ら

か
ら
守守 守守
るる るる
た

め
の
も
の
だ
が
、
集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障

集
団
安
全
保
障
の
集
団
的
措
置
と
い
う
の
は
そ
の
地
域

地
域

地
域

地
域
ま
た
は

ま
た
は

ま
た
は

ま
た
は
世世 世世

界界 界界
のの のの
秩
序

秩
序

秩
序

秩
序
（（ （（
平
和

平
和

平
和

平
和
）） ））
を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
地
域
・
世
界
が
平
和
で
あ
れ
ば

自
国

自
国

自
国

自
国
・・ ・・
他
国

他
国

他
国

他
国
もも もも
当当 当当
然然 然然
平
和

平
和

平
和

平
和
に
な
る
、
と
い
う
、
よ
り
幅幅 幅幅
のの のの
広広 広広
いい いい
も
の
で
あ
る
こ
と
を

理
解
す
る
必
要
が
あ
る
」
（
冨
澤
暉
さ
ん
の
『
隊
友
』
掲
載
論
考
よ
り
）

「
国
連
憲
章
を
は
じ
め
、
役役 役役
にに にに
立立 立立
つつ つつ
さ
ま

さ
ま

さ
ま

さ
ま
ざざ ざざ
ま
な

ま
な

ま
な

ま
な
文
献

文
献

文
献

文
献
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
み
ん
な

で
ち
ゃ
ん
と
読
ん
で
勉
強

勉
強

勉
強

勉
強
し
よ
う
よ

し
よ
う
よ

し
よ
う
よ

し
よ
う
よ
、、 、、
と
言
い
た
い
で
す
ね
」

「
最
近
、
私
は
護護 護護
憲
派

憲
派

憲
派

憲
派
のの のの
人人 人人
た
ち
か
ら
『
憲
法

憲
法

憲
法

憲
法
はは はは
国
民

国
民

国
民

国
民
をを をを
守守 守守
る
た
め

る
た
め

る
た
め

る
た
め
の
も
の
。
安
倍

さ
ん
の
よ
う
に
政
権
の
都
合
で
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
だ
』
と
い
う
訴
え
を



し
ば
し
ば
受
け
ま
す
。
憲
法
が
国
民
を
守
る
た
め
の
も
の
と
い
う
の
は
、
そ
の
と
お

り
で
す
。
し
か
し
、
同
時
に
、
憲
法
や
法
律
に
い
く
ら
立
派
な
文
言
や
高
尚
な
理
想

が
書
い
て
あ
っ
て
も
ダ
メ
で
、
世
界

世
界

世
界

世
界
のの のの
平
和

平
和

平
和

平
和
をを をを
実
現

実
現

実
現

実
現
し
て
い

し
て
い

し
て
い

し
て
い
くく くく
営営 営営
み
の
な
か
で

み
の
な
か
で

み
の
な
か
で

み
の
な
か
で
国国 国国
やや やや

国
民

国
民

国
民

国
民
のの のの
安
全

安
全

安
全

安
全
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
国
民
を
守
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
」

「
そ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法
のの のの
前前 前前
文文 文文
に
あ
る
『
日
本
国
民
は
、
恒
久
の

平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す
る
』

『
わ
れ
ら
は
、
平
和

平
和

平
和

平
和
をを をを
維
持

維
持

維
持

維
持
しし しし
、、 、、
専
制

専
制

専
制

専
制
とと とと
隷
従

隷
従

隷
従

隷
従
、、 、、
圧圧 圧圧
迫迫 迫迫
とと とと
偏
狭

偏
狭

偏
狭

偏
狭
をを をを
地
上

地
上

地
上

地
上
か
ら

か
ら

か
ら

か
ら
永
遠

永
遠

永
遠

永
遠
にに にに

除
去

除
去

除
去

除
去
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と

思
ふ
』
『
日
本
国
民
は
、
国国 国国
家家 家家
のの のの
名名 名名
誉誉 誉誉
に
か
け

に
か
け

に
か
け

に
か
け
、、 、、
全
力

全
力

全
力

全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想

と
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓
ふ
』
と
い
う
文
言
だ
、
と
私
は
思
い
ま
す
」

「
日
本
国
憲
法
の
前
文
が
謳
う
こ
の
精
神
は
正正 正正
しし しし
くく くく
、、 、、
ま
さ
に

ま
さ
に

ま
さ
に

ま
さ
に
崇
高

崇
高

崇
高

崇
高
な
も
の
で
す
。

こ
の
理
想
を
どど どど
う
す
れ

う
す
れ

う
す
れ

う
す
れ
ばば ばば
実
現

実
現

実
現

実
現
で
き
る
か
を
、
護
憲
派
・
改
憲
派
も
含
め
た
日
本
人

が
真
剣
に
考
え
る
べ
き
と
き
こ
そ
今
で
し
ょ
う
！
」

以
上
、
少
々
長
文
で
し
た
が
最
後
ま
で
読
破
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

い
よ
い
よ
入
梅
の
報
せ
が
届
く
頃
と
な
り
ま
し
た
が
、
呉
々
も
ご
自
愛
専
一
に
、

お
過
ご
し
下
さ
い
。

平
成
二
十
六
年
六
月
一
日

宮
崎
県
防
衛
協
会

青
年
部
会

宮
崎
支
部

支
部

長
小

倉
和

彦


